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令
和
元
年
5
月
1
７
日
（
金
）

第
九
回
研
究
発
表
会
が
、
あ
き
る

台
病
院
内
に
て
開
催
さ
れ
今
回
も

多
く
の
職
員
が
参
加
し
盛
況
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
東
部
高
齢
者

　
　
　
　

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
）

　
       

１
座
長　

反 

町　

茂

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
1
で
は
、
「
急
変

し
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
ケ
ー

ス
を
体
験
し
た
家
族
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
振
り
返
る
」
（
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
る
台
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
）
、
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
お
け
る
帰
宅
願
望
者
の
支
援

方
法
～
実
例
報
告
～
」
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
、
「
在
宅
に
お
け
る

慢
性
腎
臓
病
の
方
の
食
事
療
法
」

（
栄
養
管
理
部
）
、
「
在
宅
生
活

の
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
が
出
来

る
こ
と
」
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
研
修
委
員
会
）
の
4
つ

の
演
題
を
取
り
上
げ
、
在
宅
で
支

援
し
て
い
く
う
え
で
、
各
事
業
で

の
取
り
組
み
や
工
夫
の
仕
方
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
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に
あ
わ
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た
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方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
を
発
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し
て
い
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だ
き
ま
し
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ご
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
の
多
様
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の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
え
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
門
職
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
生
活
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　

況
を
し
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
と
把

　
　
　
　
　
　
　
　
　

握
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
過
ご
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ご
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
が
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
利

用
者
を
取
り
巻
く
生
活
課
題
を
解

決
す
る
過
程
で
関
係
者
間
で
の
情

報
の
共
有
や
事
業
所
内
で
の
相
談

な
ど
、
連
携
の
大
切
さ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
多
職

種
と
の
密
な
連
携
が
、
ご
利
用
者

の
生
活
を
豊
か
に
さ
せ
て
い
る
の

だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
）

　
　
　
　

Ⅱ
座
長　

廣 

實 

伸 

治　
　
　
　
　
　

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
病
院
部
門

の
3
演
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
「
生
活
困
窮
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
る
利
用
者
、
家
族

の
支
援
を
通
じ
て
～
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
視
点
か
ら
～
」
と
の

内
容
で
医
療
福
祉
相
談
室
よ
り
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
常
に
利
用
者
の
利
益
を

最
優
先
に
考
え
て
行
動
し
て
い
る

と
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
様
々
な
機
関
や
多

く
の
人
と
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

1
人
の
利
用
者
に
対
し
多
く
の
方

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
「
連
携
」
が
と
て
も
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
「
放
射
線
被
曝
に
つ
い
て
」

は
診
療
放
射
線
部
よ
り
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
放
射
線
被
曝
と
い
う

難
し
い
内
容
に
も
関
わ
ら
ず
と
て

も
わ
か
り
易
い
内
容
だ
っ
た
の
で
、

参
加
者
は
目
に
見
え
な
い
放
射
線

に
対
し
て
の
不
安
が
少
し
解
消
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
「
積
極
的
傾
聴
～
働

き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
～
」

と
の
内
容
で
、
看
護
部
外
来
・
健

診
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発

表
の
中
で
は
、
積
極
的
傾
聴
法
実

習
な
ど
が
あ
り
楽
し
み
な
が
ら
勉

強
で
き
る
内
容
で
し
た
。
各
職
場

で
は
、
一
人
一
人
が
積
極
的
傾
聴

を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
学
べ
ま
し
た
。

　

発
表
者
の
方
々
は
、
日
々
の
業

務
と
発
表
準
備
で
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
、

勉
強
に
な
る
内
容
で
と
て
も
有
意

義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

（グループホーム滝山）
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第
九
回
研
究
発
表
会 

開
催
さ
れ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
る
台
病
院 

院
内
学
会　

　
　
　
　
　
　
　

精
神
科
よ
り
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
よ
り
、
土
曜
日
以
外

の
担
当
医
師
変
更
に
伴
い
、
受
診

日
が
変
わ
り
ま
し
た
。

（
旧
）
火
・
水
・
金 

 
 

午
前

　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
医
師

（
新
）
月
・
火
・
水
・
木 

午
前

　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
医
師

※

土
曜
日
外
来
、
車
田
医
師
の
受

　

診
日
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。



介 護 を 学 ぶ な ら

 介護職員初任者研修・介護職員実務者研修

あきる台病院  介 護 学 院

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　　　 □ お問い合わせ □
ＴＥＬ：０４２－５５０－６１０２

医療法人財団 暁 あ き る 台 病 院2019年（令和1年7月１日） 第34号

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

オレンジカフェ（認知症カフェ）専門員相談会のお知らせ
      

オレンジカフェとは・・・？

　オレンジカフェとは、認知症の方とそのご家族が気軽に立ち寄れる集いの場のことです。
　認知症の方とそのご家族のだけでなく、地域のご高齢の方、医療や介護の専門職などが自由に
参加し、世間話・相談をしながら交流を深める場ともなっています。
　あきる野市内には、オレンジカフェが３ヶ所、運営されています。オレンジカフェの詳細につ
きましては、あきる台病院　正面玄関の横にチラシがありますのでご覧下さい。
　２０１９年６月より、「あきる野市認知症疾患医療センター（あきる台病院）」の精神保健福
祉士、または社会福祉士が、市内３ヶ所のオレンジカフェに専門員相談員として参加することに
なりました。日頃不安に思っていること、誰かに聞いてもらいたいこと、ちょこっとしたことで
も構いません。お茶を飲みながら気軽にお話してみませんか。
皆さんが、気軽に話せる。立ち寄れる、そんなカフェの空間にしたいと考えています。
是非、この機会にお立ち寄り下さい。

【オレンジカフェ 認知症専門員相談会実施日】

（予定日）　　　　　（時間） 　　　　　　　（場所）
令和元年
　６月　６日（木）　１３：３０～１５：００　萩野センター
　７月１７日（水）　　　　　　※　　　　　　開戸センター
　９月　９日（月）　　　　　　※　　　　　　五日市センター
１０月　３日（木）　　　　　　※　　　　　　萩野センター
１１月２０日（水）　　　　　　※　　　　　　開戸センター
１２月　９日（月）　　　　　　※　　　　　　五日市センター
令和２年
　２月　６日（木）　　　　　　※　　　　　　萩野センター
　３月１８日（水）　　　　　　※　　　　　　開戸センター

認知症専門相談員は、あきる台病院 認知症疾患医療センター所属の、精神保健福祉士
または社会福祉士による専門相談となります。


